
（別紙３）

～ 令和8年　1月　31日

（対象者数） 27 （回答者数） 14

～ 令和8年　1月　31日

（対象者数） 6 （回答者数） 6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

今後は自分らしさを大切にできる力や、お友達との関わり方
を学ぶ機会をより広げていきたいと考えております。安心し
て気持ちを話せる場所作りや、日常生活に役立つ体験活動を
通して、一人ひとりの成⾧に寄り添った支援を行ってまいり
ます。

2

日々の中で見られる小さな変化をより丁寧に支援に繋げてい
くために、職員間での共有方法や記録の活用を見直しなが
ら、関わり方の質の向上に取り組んでまいります。また、気
付きを生かした一貫性のある支援が行えるよう、職員間での
連携をさらに深めてまいります。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

事業所独自のアンケートや、夏祭りやクリスマス会等のイベ
ントに保護者に参加してもらう事の検討を行いながら様子を
みていき、どのような形で開催出来るかを検討してまいりま
す。

2
HPのみではなく、面談の際等にも見ていただいたり、
HPへ掲載している事を分かりやすく伝えてまいります。

3

他事業所と連携して合同秋祭りを実施したり、児童館に遊び
に行く機会を設けたりしていますが、交流する回数はまだ少
ないと感じています。今後も情報を集め地域交流の機会を増
やしていきたいと考えております。

地域との交流が少ない 実施していますが、回数が少なく周知されずらいです。

保護者会や、ペアレントトレーニング等、保護者参加の機会が
ない

以前から、保護者会の必要性や要望等を考慮し検討すべきと考
えていますが、実際の検討には至っていません。

支援プログラムや、安全計画をHPに掲載していますが、周知
されにくい

掲載している事の案内が十分に行えていません。

小さな変化を拾う

日々の関わりの中で見られる小さな変化についても職員間で共
有を行い、支援内容に反映させております。また、その日の様
子や体調、気持ちの状態に応じて声掛けや関わり方を調整し、
無理のない形で活動に参加できるよう配慮しております。行動
の背景にも目を向けながら関わることで、一人ひとりに応じた
支援に繋げております。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

女の子中心

女の子特有のかわいいものやきれいなものを楽しめるイベント
実施をしております。（ヘアアレンジやメイク講座、推しグッ
ズ製作など）また、成⾧に伴い変化する体と心に関してのお話
を実施しております。（生理やホルモンバランスについてや危
機管理についてなど）

○事業所名 放課後等デイサービス　バンビ舞松原

○保護者評価実施期間 令和8年　1月　7日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間 令和8年　1月　7日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和8年　3月　25日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

事業所における自己評価総括表公表


